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17 号 公益社団法人岡山県看護協会 岡山訪問看護ステーション看護協会広報誌 R8 年 2 月 27 日発行            

    令和 8 年 2 月 27 日 発行 17 号       

  

わが家で暮らし続けるために   

安心をあなたに おだやかな時間をともに 

【ご挨拶】 

     公益社団法人 岡山県看護協会 

会長 二宮 一枝 

 丙午の年頭にあたり、本会へのご理解・ご支援に感謝申しあげますとともに、皆様のご多

幸をお祈り申し上げます。 

昨年は、日本看護協会の「看護の将来ビジョン 2040～いのち・暮らし・尊厳をまもり支える

看護」と訪問看護推進連携会議（日本看護協会・日本訪問看護財団・全国訪問看護事業協会）

の「2040 年に向けた訪問看護のビジョン～地域での暮らしを支えるために～」が公表されまし

た。本会もビジョン策定に取り組み、新年度に公表予定です。 

ビジョンの根幹をなす本会の使命と「看護の本質」を再認識し、関係職種等の方々とともに

地域共生社会の実現に向けて尽力したいと思います。 

根幹に関連して小川公代（英文学者）の介護体験記『ゆっくり歩く』に関する対談・インタ

ビューを紹介させていただきます。 

対談（医学界新聞第 3580 号）の総括では「二人の対話から見えてきたのは、ケアとは対象と

なる相手だけでなく自分自身をも作り変えていく営みであり、そこでは物語が大きな役割を果

たすことだ」とある。 

インタビュー（「好書好日」樺山美夏他、2025 年 12 月 21 日配信）では『ゆっくり歩く』と

いう行為の意味について「約束の時間に遅れないように二人で急いで電車に駆け込もうとした

ら、駅員さんが笑顔で「ゆっくりでいいですよ」と声をかけてくださって。そのとき初めて、

私たちが焦れば焦るほど、周りの景色も見えなくなるし、自分たちも苦しくなるだけだと気が

ついたんです。」と答えていた。更に、「人に迷惑をかけないことが正しい、と思い込んでいる

人は多いと思います。なぜならそういう教育を受けてきたから。私自身もそうでしたし、特に

母は、不動産業を営んでいた多忙な祖母の代わりに弟妹の世話をしてきたヤングケアラーだっ

たので、「誰にも迷惑をかけられない」という思いに強く縛られて生きてきた人です。自身も足

を骨折して初めてケアされる側になり、人は誰にも迷惑をかけずには生きられないのだと痛感

しました。だから本当は、お互いを支え合い助け合いながら生きられる社会にならなければい

けないんですよね。」と語っていた。 

本会の訪問看護ステーション・ディナーシング・居宅介護支援センターでは、認定看護師に

加え、特定行為研修修了者を計画的に育成するなど、ビジョンをふまえつつ「わが家で暮らし

続けるために 安心と穏やかな時間をともに」をモットーに、ご利用者様に寄り添ってまいり

ます。皆様方と物語を紡ぎ、ケアすることによって私たちも成長するよう精

進いたします。 

勢いのある「丙午」、太陽のようにエネルギーが満ち溢れる年となりますよ

うに、皆様方のご健勝を祈念申し上げます。 
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【連携していただいている医療機関】 

「プロフェッショナル魂」 
医療法人社団ルスコ ルスコクリニック 

     院長 高井 秀明 

 

日頃より、皆さまには格別のご支援を賜り、心より感謝申し上げます。日常診療に携わる中

で、皆さまとの医療連携の質の高さと、その専門性の深さに、常に大きな信頼と敬意を抱いて

おります。とりわけ、情報共有のレスポンスの速さ、そして患者さん一人ひとりの状態を的確

に捉えたアセスメント力は、まさにプロフェッショナルとしての看護の真価であり、診療の質

を大きく底上げしていただいています。 

印象的だったのは、誤嚥性肺炎で入退院を繰り返していた患者さんが、デイナーシングの導

入と継続的で丁寧な看護介入により、再発なく安定した生活を送れるようになった事例です。

ご家族から「介護負担が大きく軽減した」と感謝の言葉をいただき、看護の力が患者さんのみ

ならずご家族の人生にも深く寄り添っていることを実感しました。また、重症心不全の在宅療

養においても、きめ細やかで質の高い情報提供により、迅速かつ適切な医療判断が可能となり、

医師として大変心強く感じています。 

こうした成果は、皆さまが培ってこられた高い専門性と、地域医療への揺るぎない使命感の

結晶であり、まさに理想的な医療連携の姿そのものです。今後も地域医療の中核として、共に

支え合いながら、岡山の皆さまに安心と信頼を届ける医療を実現していけることを心より願っ

ております。 

 

 

【ご利用者・ご家族】   

「皆さまのおかげで」     

小野 やよい 

私の母は 40 年にわたり、パーキンソン病と生きてきました。進行は緩やかでしたが、20 年

前には車いすが必要な状況になり、13 年前には胃ろうを造り、今では食事を食べることはあ

りません。言葉を伝える事も、首の向きも自分で変える事は出来なくなりました。特養や施設

に入所し、多くの人の手を借りてきました。ただ、半面多くの人に触られる怖さも母は多く味

わったと思います。娘としてそれに気が付き、よくぞここまで頑張って生き抜いてきたなと思

いました。 

そして、2 年前母と一緒に病気と付き合い、当たり前の日常生活を送ると決めました。 

とは言え、こうして 2 年間母娘で過ごせているのは、私たちを無条件に応援して支えてくれ

る仲間、看護師さん、デイナーシングの看護師さん、介護士さん、ヘルパーさん、会社の仲間

たち、そして主治医の先生、主人や弟妹のおかげです。本当にありがたいと思っています。 

こうやって私たち母娘は埋められなかった、置き忘れた日々を取り戻しながら、幸せな時間が

過ごせています。 

デイサービスは昔から好きで手芸もレクも歌もイベントも楽しんでいました。デイナーシン 
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グのスタッフの方々は看護・介護を超えて、母の今できる当たり前の日常を楽しく、苦痛な

く、穏やかに過ごしていけるように関わってくださいます。母も行くときはうれしそうです。 

パーキンソン患者ではなく母として、女性として、人間として、今も生きていること、快適

な寝たきり生活であるように母の寿命まで全うしてきたいと思っています。これからもどうか

力を貸してください。 

 

 

「デイナーシングにお世話になって」             

Ｔ・Ｏ 

「うちはずっと来ていただける場所なので安心してくださいね。一緒に頑張りましょう。」ケ

アマネジャーと所長が力強く、母にそう言ってくださいました。この時母はとても嬉しそう

で、心から安心した様子でした。こうして今年度から、デイナーシングに通わせていただける

ようになりました。  

 いつも気丈に振る舞っている母ですが、難しいがんの為、色々な医療機関等でその病状に敬

遠されたり、自分が拒否されているかのように感じることが時にあります。それはやむを得な

いことですが、本人はその度に傷ついたり静かに諦めたりしています。しかし、そのような感

情をあまり表現しません。なぜならば、自分の心が折れてしまうからです。そして自身のがん

を決して嫌がったりせず、体の一部であるがんと仲良く共存し前向きに生きていくことを、大

好きなかかりつけ医の先生と約束したからです。 

 デイナーシングでは快く母を迎えていただけました。スタッフの皆様は、母の思いをとても

大切にしてくださっています。処置や状態観察は、エキスパート看護師の皆様に丁寧に行って

いただいています。そして日頃お世話になっている訪問看護ステーションとの連携も密に取っ

てくださいます。また、家族あての経過記録連絡帳には詳しくぎっしりと手書きで書いてくだ

さり、母が大切にされ、愛情深く接していただいている様子がよくわかります。 

 デイナーシングという、温かい居場所が出来たことに深く感謝しております。そして何事に

も、細やかな気配りで対応していただけるので安心です。また、医療依存度が高く他の事業所

での受け入れが困難な方々を、積極的に受けておられる「看護協会」のデイナーシングには、

さすがだと感服しております。 

 デイナーシングの皆様をはじめ、母に関わってくださっている全ての

医療関係者の皆様のおかげで、今後も母らしい生活を続けていけそうで

す。出来る治療を諦めずに頑張ってまいりますので、引き続きどうぞよ

ろしくお願い申し上げます。 
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「母の人生に寄り添ってくれた人たちへ」    

                        畑江 昌代  

母は 42 歳の時にパーキンソン病と診断され、約 40 年間病と付き合いながらの生活を送り

ました。 

 診断されても最初の 10 年ほどは、バイクに乗ったり、家族の食事を作ったりと、サポート

の要らない生活ができていましたが、転倒が原因で骨折をして以降家族のサポートが必要にな

り、その頃から訪問看護の利用を始めました。 

 年齢を重ねるにつれ、徐々にできない事が増えていきましたが、看護師の方々による歩行訓

練や寝返り、立ち上がりの練習、嚥下機能の維持など、積極的なリハビリのおかげで病状の進

行を遅らせることができたと思いますし、家族も安心して仕事を続けることができました。 

 母はおしゃべりが大好きで、楽しそうに話す母にどの看護師の方も笑顔で付き合ってくださ

いました。時には話を切り上げるのに苦労したのではないかと心配するほどでした。また、カ

ラオケ好きな母のためにタブレットを持参して数曲歌わせてくださったりもして、そのことは

特に嬉しかったようです。 

今年の初旬、風邪をこじらせて肺炎になり入院しました。 

肺炎は良くなったものの、嚥下機能の低下により、寝たきりで食事があまり摂れない状態にな

ってしまいました。約 5 カ月入院するも病状は良くならず、家で最期を迎えたいという本人

の希望もあり、退院して、自宅での介護が始まりました。 

 退院前のミーティングで、ケアマネジャーさんは、入れ歯はどうする？リクライニング出来

る車椅子もあればリビングにも移動できるかなぁ？と、母に寄り添ってくださっているなぁと

実感したのを覚えています。 

私は最期を迎えるための退院だと思っていたのですが、できる限りの事はしよう！と前向きな

気持ちになれました。 

退院してからは、点滴が必要なため毎日訪問してくださり、また、吸引など困った時には夜

間でも駆けつけてくださり、私の決断を尊重して寄り添っていただけました。長年そばにいて

母をよく看てくださった方々に最期までお世話していただけて、母も幸せだったでしょうし、

家族も感謝しています。 

 最期の 1 ヶ月で訪問看護の本質を知ることができました。在宅で介護をしている方にとっ

ては、ご本人もでしょうが、家族も救われます。大切な人との別れを考えると本当に悲しく、

弱っていく姿を見るのは精神的にも辛かったですが、訪問看護師さんを始め、ヘルパーさん、

往診の先生方がチームで一丸となって寄り添ってくださっ

たおかげで、笑顔で過ごすこともできました。 

長い間、お世話になり本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

            ＜ご寄稿いただきました皆さま ありがとうございました＞ 
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アンケートへのご協力ありがとうございました 

 

 

この度はお忙しい中、岡山訪問看護ステーション看護協会のサービスに対するアンケートに

ご協力いただき、誠にありがとうございました。貴重なご意見を多く頂戴し、私たちの課題を

再認識することができました。 

 

≪ご利用者様へのアンケート結果 回収率 78.8％≫ 

ご利用者様の年代は、81. 3％が 70 歳以上の方でした。要介護度別では要支援 1 から要介護

2 までの方が 51％、要介護 4、5 の方は 18.7％でした。また介護者の方の年代は 70 歳代

17.7％、60 歳代 25％、80 歳代 12.5％、90 歳代 2.1％でした。家族構成は、おひとり暮らし

およびご夫婦のみの世帯が 57.3％でした。 

身なりや態度、サービス内容（相談事への対応、状態に合わせてのケア、困り事への対応な

ど）については、「そう思う」との回答が 90％近くありました。自由記載では、感謝のお言葉

や、ねぎらいのお言葉を多数いただきました。ありがとうございました。 

 

≪事業者様へのアンケート結果 回答率 25.8％≫ 

 今回の事業者様へのアンケートは QR コードを利用しましたが、残念ながら回答率が低い結

果となってしまいました。はがきで送付させていただいたり、メールに添付させていただいた

りしたのですが、どなたに回答いただくかがはっきりしなかったためもあるかと思っていま

す。次回には改善したいと思っています。 

 利用者様への看護の提供については、75％の方にご満足いただいているというご回答をい

ただきました。今後も連携を取りながら、適切な看護の提供ができるよう努めてまいります。

また、書類や電話でのやり取りのみとなっていることが多いとのご意見をいただきました。直

接お会いしての関係構築も大切だと思いますので、心がけていきたいと思います。MCS も利

用しておりますので活用できればと思います。 

 

今後もご利用者様やご家族が安心して在宅での生活が継続できるよう、スタッフ全員で研鑽

していきたいと思います。 

 

  

           防災訓練 
 

R8 年１月６日(火)、島根県東部を震源とする大きな地震がありました。岡

山市でも震度４の揺れを観測し、不安を感じられた方も多かったと思いま

す。私たちは、年３回、水害、火災、地震それぞれ

の災害を想定して災害緊急時対応の見直しや防災訓

練を行い、一人一人が防災意識を高められるように

努力しています。 
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始めました 

 

私たちの事業所のこと、私たちの日ごろの活動の様子、利用者さん

のご様子など、少しでも皆さまに知っていただき、興味を持っていた

だけるようにインスタグラムを始めました！ 

  

インスタグラムでokayama_nursing と検索してください 

岡山県看護協会（訪問看護/居宅/デイ）と下のマークの表示の画面です。 

 

 

☆このような内容を載せています（一例）☆注：お顔が載る場合は事前に許可をいただいています 

 

～編集後記～ 

 今年度の広報誌係はメンバーが一新され、皆、広報誌作成に初めて携わる者たちばかりでした。何

から始めたら良いのだろうかと頭を悩ませながら、右往左往しながらも何とか無事に「やまぼうし 17

号」を発行することができました。 

昨年の今頃、利用者さまから「毎年やまぼうしを楽しみに読ませてもらっているのよ」とお声をい

ただきました。今年も皆さまのご期待に添う内容になっていればうれしいです。 

今号の発行にあたり、たくさんの方々にご協力をいただきました。寄稿してくださったみなさまに

は心より感謝申し上げます。 

このマークが 

目印です 

QR コードからも 

検索できます 


